
三岸節子は当時は少なかった女性の画家として、困難にも負けずに道を

切り拓いて来ました。この作品では、赤い屋根の並ぶ集落の上を、急に

暗い雲が覆い、いまにも激しい雷雨が降り出しそうなところを描いてい

ます。絵の中の厚く塗られた絵具や、空と屋根の色の対比から、あなたは

どんなことを感じますか？
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鬼頭鍋三郎は、気品ある女性像を

描く画家として知られています。背

の高い女性は、いま労働の合間に

一休みしているところのようです。

この作品の中の時刻は、季節は、い

つごろでしょうか？彼女の足元を見

て、何か気づくことはありますか？

丁寧に見ていくうちに、いろいろな

疑問が湧いてくる作品です。
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二人の少女が手を取り合い、寄り

そって座っています。淡い色彩で描

かれた背景は、どんな場所かは分か

りませんが、ふわふわと柔らかい雰

囲気を醸し出し、彼女たちを引き立

てています。パスキンは裕福な家の

出身でしたが、社会の中で弱い立場

の人々へ共感を抱き、たびたび彼ら

をモデルにして作品を描きました。

ふたり しょうじょ て と あ よ
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カーロは若い時に事故に遭い、

手術をくり返す苦痛と闘いなが

ら絵を描きました。絵の中の少女

はレースの襟のついたワンピー

ス姿で、骸骨のお面を被り、マ

リーゴールドの花を手に、裸足で

立っています。彼女の横にある

ジャガーのお面はメキシコで魔

除けに用いられ、マリーゴールド

は死者を道案内する花として墓

地に供えられます。さて、この子

は今どこにいて、これからどこへ

向かうのでしょう？
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荻須高徳は、若い頃にフランスの

パリに渡り、生涯パリの街角を愛し

た画家です。この作品に描かれた

建物は、水道設備が発達していな

かった頃に使われていた共同の洗

濯場です。がっしりとした構造の屋

根や壁、貼られたポスターの色彩や

文字、掲げられたフランスの国旗な

どが描きこまれ、人がいなくても、ど

こか素朴な生活の匂いや温かみが

感じられます。 
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荒川修作は、私たちが本来持っている生き生きとした感覚を取り戻すこ

とを目指して作品を作りました。この作品には美しい色彩や繊細な線が

多く使われています。また、文字もきれいに並んでいます。右から2番目

のパネルに広い空白がありますが、この空白にはどんな意味があるので

しょう？ 私たちを思索に導く作品です。 
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鮮やかなピンクのボートには、布で作られた突起物が沢山ついています。

ボートの本体には、本物の舟が使われていますが、突起物で覆われて

いて、見えません。草間彌生は、このような柔らかい彫刻を数多く作りま

した。どんな手触りか触ってみたくなりますが、作品には触らずに、素材や

布の張り具合をよく観察して想像してみましょう。
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